
(神岡)地下実験での技術連携：
これまでの10年

◼ 新学術「地下素核」での実験技術連携
◼ 第１回～第５回

◼ 新学術「地下宇宙」での実験技術連携
◼ 第６回～第９回

◼ 学変「地下稀事象」での実験技術連携
◼ 第１０回～

7-MAR-2026 @第11回「極低放射能技術」研究会

神戸大学 理学研究科 竹内康雄

Supported by JSPS KAKENHI                Grant Number 24H02243 



背景
◼ 神岡での地下実験： 複数の実験グループが活動。
似たようなR&Dトピックや課題があるが、実験グ
ループごとに対応。連携は個人ベース。

◼ 「世界と戦える本格的な地下実験」のためには、「情
報の共有」や「共同作業」が重要
◼ 第１回：鈴木洋一郎氏

地下素核の領域計画書より (2013年)



地下素核 (2014～2018)
https://www.lowbg.org/ugnd/

https://www.lowbg.org/ugnd/


竹内@第１回



竹内@第１回



主な連携・成果
◼ 「極低放射能技術」研究会を開始(2014年度～)

◼ 困っていることを相談・失敗したことを情報共有する
◼ スライドは一部非公開

第１回プログラム（抜粋）



主な連携・成果
◼ 地下実験室A(LAB-A)に、「地下素核」用の共同研究ス
ペースを確保(2015年度～)

竹内@第１回



主な連携・成果
竹内@第５回



主な連携・成果
◼ 独自の放射能データベース開発に着手

中野@第５回



主な連携・成果
◼ 中性子測定コンソーシアム(2015～)

◼ B02若手研究会主導で結成

田中@第５回



地下宇宙 (2019～2023)
https://www.lowbg.org/ugap/

https://www.lowbg.org/ugap/


https://www.lowbg.org/ugap/

(代表)吉田斉, (分担)石徹白晃治, 岸本康宏, 美馬覚

(代表)南野彰宏, (分担)田中雅士,池田一得,竹田敦, 岩田圭弘,伊藤主税,市村晃一

https://www.lowbg.org/ugap/


主な連携・成果
◼ 高感度ゲルマニウム検出器(Ge02@LAB-C)を開発

◼ 硫酸ガドリニウムGd2(SO4)3のスクリーニング等に利用

Minamino@UGRP2024



主な連携・成果
Minamino@UGRP2024

◼ Rn-related studies in C01
◼ Radon reduction in air

◼With activated carbon fiber, granular activated carbon
◼With silver zeolite (with B02)



地下稀事象(2024～2028)
https://www.lowbg.org/ugrp/

竹内@第11回

https://www.lowbg.org/ugrp/


まとめ
◼ D01では、他分野専門家の協力を得つつ、共通性の高
い極低放射能技術・極低バックグラウンド技術の研究開
発に取り組んできた
◼ 物理化学、地球科学、レーザー分光、化学工学、、、

◼ スクリーニング装置は充実してきた
◼ ラドン分析装置（検出器本体、放出、吸着、膜透過、Ｇｄ水中
濃度、坑内濃度）

◼ 結晶中放射能不純物分析装置

◼ 表面アルファ線イメージ分析装置

◼ 高感度ゲルマニウム検出器

◼ 中性子測定

◼ 分析技術・ノウハウも蓄積しつつある
◼ 放射能データベース

◼ 質量分析装置
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